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三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施

　
昭
和
五
十
二
年
の
百
日
咳
、
ジ
フ
　
　
接
種
自
の
変
更
に
つ
い
て

テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接
　
　
　
八
月
十
日
発
行
の
市
報
で
、
接
種

種
を
左
表
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
　
　
日
を
九
月
一
日
・
二
日
・
五
日
と
お

す
。　
　
　
該
当
者

す
い
子
、

認
め
た
者
。

　
米
前
日
は
入
浴
を
さ
せ
、
当
日
は

清
潔
な
肌
着
を
着
せ
ま
し
ょ
う
。

　
体
温
測
定
、
母
子
健
康
手
帳
、
印

　
か
ん
を
忘
れ
ず
に
。

一
期
（
三
回
接
種
）
昭
和
四

　
十
九
年
十
月
一
日
～
五
十

　
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
者
、
及
び
昨
年
一

　
期
の
未
実
施
者
と
一
回
し

　
か
接
種
で
き
な
か
っ
た
者

二
期
（
一
回
接
種
）
昭
和
四

　
十
九
年
六
月
一
日
～
九
月

　
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
者
、
及
び
昨
年
二
期
の
未

　
実
施
者
と
一
期
で
二
回
接

　
種
を
終
っ
た
者
。

　
受
け
て
は
い
け
な
い
子

　
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
者
、

慢
性
病
の
あ
る
者
、
、
ひ
き
つ

け
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
ゃ

　
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と

知
ら
せ
し
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
左

表
の
と
お
り
接
種
日
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

地
　
区
　
名

月
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

接
種
会
場

該
当
者

十
日
町
全
区

新
座
・
大
井
田

9
月
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半
～
2
時
半

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

目回1期
期

1
　
　
2

中
条
飛
渡

午
後
1
時
半
～
2
時

中
条
地
区
公
民
館

水
沢
地
区

9
月
8
日

（
木
）

午
後
1
時
半
～
2
時

水
沢
出
張
所

川
治
・
八
箇

六
箇
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時
半

川
治
地
区
公
民
館

下
条
全
区

9
月
9
日

（
金
）

午
後
1
時
半
～
2
時

下
条
出
張
所

吉
田
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時

吉
田
出
張
所

十
日
町
全
区

新
座
・
大
井
田

9
月
2
8
日

　
（
水
）

午
後
1
．
時
半
～
2
時
半

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

目回2期1

中
条
飛
渡

午
後
1
時
半
～
2
時

中
条
地
区
公
民
館

水
沢
全
区

9
月
2
9
日

（
木
）

午
後
1
時
半
～
2
時

水
沢
出
張
所

川
治
・
八
箇

六
箇
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時
半

川
治
地
区
公
民
館

下
条
全
区

9
月
3
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時
半
～
2
時

下
条
出
張
所

吉
田
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時

吉
田
出
張
所

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
　
考

3
才
児

　
検
　
診

9
月
6
日
㈹

午
後
1
時

～
2
時
半

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム

49

年
3
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を
対

象
。
個
人
通
知
が
な

く
と
も
該
当
月
の
方

は
お
い
で
く
だ
さ
い

育
児
学
級

並
び
に
四

力
丹
児
検

診

9
月
21
日
困

午
後
1
時

～
1
時
半

公
民
館

本
　
　
館

52

年
5
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

乳
食
実

習
並
び
に

児
相
談

9
月
12
日
㈲

午
後1

時
半

～
2
時

下
　
　
条

出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

も
の

下
条
地
区

身
体
測
定
後
離
乳
食

の
実
習
を
し
ま
す
。

9
月
13
日
㈹

中
条
地
区

公
民
館

中
条
地
区

9
月
22
日
困

吉
　
　
田

出
張
所

吉
田
地
区

9
月
22
日
㈱

午
前
9
時

　
～
1
0
時

水
　
　
沢

出
張
所

水
沢
地
区

児
相
談

9
月
27
日
㈹

午
後
1
時
半

　
～
2
時

公
民
館

本
　
　
館
51

年
9
月

～
n
月
生

れ
の
も
の

十
日
町
・

川
治
。
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

身
体
測
定
・
保
育
に

つ
い
て
の
相
談

（
十
日
町
の
離
乳
食

　
実
習
は
十
月
実
施

　
し
ま
す
）
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：
と
し
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
こ
と
し
も
、
十
月
一
日
か
ら
年
末

ま
で
の
三
ヵ
月
間
、
民
間
の
自
主
的

運
動
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
体
の
不
自
由
の
人

や
独
り
暮
ら
し
の
老
人
な
ど
恵
ま
れ

な
い
人
達
に
お
も
い
や
り
を
お
届
け

す
る
“
た
す
け
あ
い
”
の
心
で
す
。

　
経
済
不
況
下
の
折
、
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
長
い
病
床
生
活
者
、
ね

た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
等

に
愛
情
あ
る
応
分
の
寄
付
を
い
た
だ

き
た
く
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
は
目
標
額
を
上
回
る

五
百
六
十
六
万
円
余
り
の
善
意
の
募

－
○

　膨躍
盈7お』6昌β3

第11回市民スボーツ大会

　　十日町市・十日町市教育委員会
主懲＋日肺体育協会

期日・10月10日（体育の日）

■庭球欝ll灘公園コート

■卓球謂融学校体育館

■排球謂撚学校体育館

■野球鵬鷹鷺市営グラウンド

■籠球綱聯高校体育館

■黙翻欝グラウンド

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
つ
ぎ
の

と
お
り
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
上
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
募
金
の
使
い
み
ち

　
■
被
（
要
）
保
護
世
帯
、
長
期
入
院

患
者
、
施
設
入
所
者
等
の
歳
末
慰
問

等
に
…
百
五
十
四
万
円
　
ロ
ヘ
き
地

保
育
所
に
…
五
十
九
万
六
千
円
　
■

児
童
遊
園
地
、
季
節
保
育
所
に
－
・
百

三
万
二
千
六
百
円
　
■
県
内
民
間
福

祉
施
設
に
…
九
十
万
三
千
円
　
■
老

人
ク
ラ
ブ
に
…
四
十
三
万
五
千
七
百

一
円
　
■
敬
老
事
業
に
…
三
十
五
万

八
千
四
百
円
　
■
身
体
障
害
者
福
祉

事
業
に
…
二
十
九
万
千
八
百
五
十
円

■
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
に

…
二
十
三
万
円
　
■
母
子
福
祉
会
に

…
五
万
円
　
■
寝
具
乾
燥
に
…
二
十

二
万
二
千
四
百
五
十
円

児
童
手
当
受
給
者
の

　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
ヘ
ー

　
十
月
期
（
六
月
分
～
九
月
分
）
の

児
童
手
当
が
、
十
月
八
日
に
み
な
さ

ん
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

支
給
額
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

三
人
以
上
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え

て
三
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月
額
五

千
円
で
す
。

　
家
庭
児
童
相
談
室
の

　
ご
利
用
を

　
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
子
供
さ

ん
に
つ
い
て
夜
尿
や
し
つ
け
、
登
校

拒
否
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
、
悩
ん

で
い
る
方
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
市
役
所
福
祉
事
務
所
に
は
、
家
庭

児
童
相
談
室
が
あ
り
ま
す
。
心
配
ご

と
を
お
持
ぢ
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
等
を
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
つ
ぎ
の
設
備
資
金

に
つ
い
て
第
二
次
募
集
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

資
金
名
　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
、
中
小
企
業
設
備
合
理
化
資
金
、

中
小
商
業
近
代
化
資
金

申
請
期
限
　
昭
和
五
十
二
年
十
月
二

十
日
ま
で
（
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て

も
申
請
の
状
況
に
よ
っ
て
受
付
け
を

締
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

問
合
せ
先
　
県
商
工
労
働
部
商
工
企

画
課
、
市
商
工
課
、
商
工
会
議
所
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こ魯
こ

舞
。

蜜
亀
■駕

ミ
．

建
築
相
談
所
な
ど
を
開
設

　
市
及
び
十
目
町
土
木
事

務
所
は
、
十
月
十
一
目
か

　
　
　
ら
十
七
日
ま
で
の
違
反
建
築

　
　
　
防
止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ

　
の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や

違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▼
建
築
相
談
所
を
開
設

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
十
月
十
二
日
（
水
）
　
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
十

日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
十
月
十
四
日
実
施
し
ま
す
。

　
建
築
す
る
時
は
、
建
築
確
認
を
受

け
て
か
ら
工
事
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
等
を
建
築
す
る
際
は
、
市
建

設
課
へ
建
築
確
認
申
請
を
行
い
、
建

築
主
事
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
工
事

に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
確
認

を
受
け
な
い
で
着
工
す
る
と
違
反
建

　
　
　
　
　
　
　
峯

　
　
　
　
　
　
　
鋳

　
　
　
　
　
　
　
8

築
と
な
り
、
建
築
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
部
分
に
つ
い
て
是
正
が
命
じ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

　
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は
、
つ

ぎ
の
書
類
を
添
付
し
、
市
役
所
建
設

課
を
経
由
し
、
土
木
事
務
所
建
築
主

事
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
▽
建
築
確
認
申
請
書
㊤
一
通
▽
建

築
確
認
通
知
書
圃
三
通
▽
建
築
計
画

概
要
書
一
通
▽
建
築
士
の
設
計
し
た

図
面
▽
手
数
料
五
百
円
以
上
面
積
に

よ
り
算
定
▽
建
築
工
事
届
一
通

　
な
お
、
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
完

了
し
た
目
か
ら
四
日
以
内
に
市
建
設

課
へ
工
事
完
了
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
危
険
物
取
扱
者
試
験
の

受
験
準
備
講
習
会
を
実
施

　
新
潟
県
は
十
一
月
十
三
目
に
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

物
取
扱
者
の
試
験
を
実
施
す
る
予
定

で
す
が
、
ぞ
れ
に
備
え
受
験
準
備
講

習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
十
目
町
市
で
実
施
し
ま
せ

ん
の
で
、
も
よ
り
の
小
出
町
、
長
岡

市
、
柏
崎
市
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

1．薄羅諜講．．

　　　　　雁0角98（8）／午繭9時～午後8臆

　　　　　箱角408（月）／午前9騰～午後4聴

獲塗　揚　十臼購薦公民館

　緬搾　鴎　第り部／臼本画

　　　　　第、2鶴／洋画

　　　　　第3部／新しい蘂術

　　　　　第4部／彫塑

　　　　　第5郎／盤濾
　　　　　第6部／写糞
慧出繍料　1点500角
　繊搬入雪0肩り8（よ〉矯；離9鱒～午後8鋳筆

　◎毫の他　詳緬は酪公鶴館驚膿係

　　　　　　　露フー5Q胴番へ

一過剰撚糸機を買上げます一
　日本撚糸工業組合は、昭和52年度を含む3ヵ
年計画で過剰撚糸機の共同廃棄事業を開始、各

組合員を対象に買上げ参加希望調査を行ってい
ます。

　買上げ対象機種は、イタリー式、リング式、

フライヤー式、立錘、長谷、八丁式、合撚機、

及び仮よ『）機となっており、いずれも登録設備

となっています。

　組合員以外の方で、買上げ参加希望の方は10

月10日までに撚糸協同組合（君2－3727）へご

相談ください。

　みのり・収穫の秋
　　　火災防止に努めましょう
　毎年のことですが、収穫シーズンになります

と各地で乾燥機などによる火災が発生していま

す。使用前の点検と見回りを励行し火災防止に

努めましょう。

一停電のお知らせ
10月6日（木）　田川町1丁目の1部、津池、田

川町2・3丁目、江道、猿倉、大池、菅沼、赤
倉、午前8時～正午まで。

　
日
時
と
会
場

十
月
十
一
目
～
十
二
日
　
長
岡
市
大

　
手
通
一
　
長
岡
市
厚
生
会
館
「
乙

　
種
の
み
」

十
月
十
三
日
長
岡
市
神
田
町
、
自

　
治
会
館
「
丙
種
の
み
」

十
月
十
四
目
～
十
五
日
　
湯
之
谷
村

　
大
字
井
口
新
田
　
小
出
郷
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
「
乙
種
の
み
」

十
月
十
八
日
～
十
九
日
　
柏
崎
市
中

　
央
町
、
柏
崎
市
市
民
会
館
「
乙
種

　
の
み
」

　
申
込
先
　
小
出
町
会
場
に
限
り
、

十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
で
受

付
け
ま
す
が
、
他
の
会
場
は
そ
れ
ぞ

れ
の
消
防
本
部
へ
。

　
申
込
期
日
　
小
出
町
会
場
は
十
月

八
日
ま
で
、
他
の
会
場
は
講
習
開
催

目
の
七
日
前
で
す
。

　
受
講
料
　
乙
種
…
協
会
員
千
五
百

円
非
会
員
三
千
円
　
丙
種
…
協
会
員

千
円
非
会
員
二
千
円
。
受
講
料
は
申

込
時
に
納
入
の
こ
と
。
講
習
に
欠
席

さ
れ
て
も
受
講
料
は
返
し
ま
せ
ん
。

　
テ
キ
ス
ト
　
申
込
時
に
交
付
、
ま

た
参
考
図
書
は
当
日
会
場
で
販
売
し

ま
す
。

　
そ
の
他
　
不
明
の
点
は
、
十
目
町

地
域
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
へ
。

　
（
8
七
－
一
五
五
五
番
内
線
二
九
）
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新
潟
県
新
生
活
運
動
協
会
で
は
、

住
民
活
動
賞
を
広
く
募
集
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
住
民
活
動
賞
は
、
地
域
住
民

に
よ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
住
民

活
動
、
つ
ま
り
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
努
力
し
て
い

る
活
動
集
団
を
広
く
発
見
し
推
奨
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
活
動
を
広
く
社

会
の
参
考
に
資
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。応
募
集
団
の
条
件

　
H
今
日
的
な
地
域
問
題
に
取
り
組

み
、
人
間
的
連
帯
を
培
う
活
動
を
し

て
い
る
も
の
。

　
口
住
民
参
加
を
模
索
し
、
自
治
体

の
政
治
、
行
政
を
動
か
し
、
自
治
を

住
民
の
も
の
と
す
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
も
の
。

　
日
問
題
の
取
り
あ
げ
方
や
活
動
方

ず納
に税
今は
日明
す日
ぐと
に言わ

　固
第定

三資
期産
　税

今
月
の
納
税 ・

納　期　限

9月30日

集
”

法
が
従
来
の
固
定
し
た
考
え
方
に
と

ら
わ
れ
ず
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し

て
い
る
も
の
。

　
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

二
十
枚
程
度
に
、
活
動
集
団
の
考
え

方
、
活
動
状
況
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

ま
と
め
、
写
真
そ
の
他
参
考
資
料
は

で
き
る
だ
け
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た

原
稿
用
紙
は
B
四
判
の
も
の
を
使
用

し
、
た
て
書
き
に
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
執
筆
者
は
そ
の
活
動
集
団

に
所
属
し
て
い
な
く
と
も
よ
い
。

　
送
り
先
　
新
潟
市
学
校
町
一
番
町

新
潟
県
庁
内
　
県
民
広
報
課
内
　
新

潟
県
新
生
活
運
動
協
会
（
8
0
二
五

二
ー
二
三
－
五
五
二
番
内
線
三

五
六
一
番
）
へ

　
締
め
切
り
　
昭
和
五
十
二
年
九
月

三
十
目
（
当
日
消
印
有
効
）

　
そ
の
他
詳
細
は
、
新
生
活
運
動
協

会
へ
。

52

年
度
通
信
制
消
費
生
活
講

座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

有
職
又
は
在
宅
の
消
費
者
の
意
識
の

高
揚
と
主
張
し
行
動
す
る
消
費
者
の

育
成
を
目
標
に
昭
和
五
十
二
年
度
通

信
制
消
費
生
活
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
つ
ぎ

の
要
領
を
参
考
に
し
て
、
十
月
十
一

日
ま
で
に
市
商
工
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
テ
キ
ス
ト
　
一
単
元
発
送
（
十
月

中
旬
）
二
単
元
発
送
（
十
一
月
中
旬
）

三
単
元
発
送
（
一
月
中
旬
）
四
単
元

発
送
（
二
月
中
旬
）

　
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
修
了
式
　
昭
和

五
十
三
年
二
月
～
三
月
を
予
定
。

一
　
　
未
す

第二回犬の注射についてお知らせ

　昭和52年度第2回目の狂犬病予防注射及び

登録犬の登録を裏面日程表のとおり実施しま

ので都合のよい会場においで下さい。

◆対象犬

　1．生後91日以上の犬（注射）

　2．52年度に登録を受けていない犬（登録〉

ゆずり

ま
す

ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
20
日
ま
で
の
受
付
分

　1．生後91日以上の犬（注射）

　2．52年度に登録を受けていない犬（登録〉

◆会場に持参するもの

　1．申込み書及び印鑑
　2．注射料金790円（登録をする犬はほかに300円）

（
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
課
内
溝
繋
轡
協
会
へ
）

　　　　　　　　　　　　　02．注射料金790円（登録をする犬はほかに300円）i

　　　　　　　　　　　　　i
　　犬の注射（登録）申込書　　　　i

ガ
ス
風
呂

カ
セ
ツ
ト

乾
燥
機

電
子
レ
ン
ジ

自
動
車

品
、
名 ゆ
ず
り
ま
す

飼主の部落（町）名 一
人
嗣
中
古

古ビク

タ
琶
中

ス
罵ロ
中パ
古ン
ガ

品シヤ葺

フ

「1ホ
器ン
oダ
中籔
古

規
格飼主名（世帯主）

囲
万
円

四
万
円

二
万
五
千
円

五
万
鶴

五
万
圃

希
望
価
格

犬　　の　　種　　類

犬　　の　　年　　令 年　　　ヵ月 ミ
糞
ザ
イ『
登
ノ
レ・

仏
擁
贔
名

毛　　　　　　　色

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：
匙
：
：
；
；
：
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
：

犬　　の　　性　　別 おす　　・　めす

中
吉

5駐

代

規
格

ゆ
ず
つ
て
く
さ
い

犬　　　の　　　名 だ、
1　『

五
千
円

十
万
円

希
望
価
格

犬　　の　　体　　格 大　・中　・小

きりとり線一…・一一……一一一一

犬の注射（登録）申込書

．……．．騨．．．一．．．……一きりとり線一…・一一……一一一一…咽
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こ魯
こ

舞
。

蜜
亀
■駕

ミ
．

建
築
相
談
所
な
ど
を
開
設

　
市
及
び
十
目
町
土
木
事

務
所
は
、
十
月
十
一
目
か

　
　
　
ら
十
七
日
ま
で
の
違
反
建
築

　
　
　
防
止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ

　
の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や

違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▼
建
築
相
談
所
を
開
設

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
十
月
十
二
日
（
水
）
　
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
十

日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
十
月
十
四
日
実
施
し
ま
す
。

　
建
築
す
る
時
は
、
建
築
確
認
を
受

け
て
か
ら
工
事
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
等
を
建
築
す
る
際
は
、
市
建

設
課
へ
建
築
確
認
申
請
を
行
い
、
建

築
主
事
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
工
事

に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
確
認

を
受
け
な
い
で
着
工
す
る
と
違
反
建

　
　
　
　
　
　
　
峯

　
　
　
　
　
　
　
鋳

　
　
　
　
　
　
　
8

築
と
な
り
、
建
築
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
部
分
に
つ
い
て
是
正
が
命
じ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

　
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は
、
つ

ぎ
の
書
類
を
添
付
し
、
市
役
所
建
設

課
を
経
由
し
、
土
木
事
務
所
建
築
主

事
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
▽
建
築
確
認
申
請
書
㊤
一
通
▽
建

築
確
認
通
知
書
圃
三
通
▽
建
築
計
画

概
要
書
一
通
▽
建
築
士
の
設
計
し
た

図
面
▽
手
数
料
五
百
円
以
上
面
積
に

よ
り
算
定
▽
建
築
工
事
届
一
通

　
な
お
、
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
完

了
し
た
目
か
ら
四
日
以
内
に
市
建
設

課
へ
工
事
完
了
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
危
険
物
取
扱
者
試
験
の

受
験
準
備
講
習
会
を
実
施

　
新
潟
県
は
十
一
月
十
三
目
に
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

物
取
扱
者
の
試
験
を
実
施
す
る
予
定

で
す
が
、
ぞ
れ
に
備
え
受
験
準
備
講

習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
十
目
町
市
で
実
施
し
ま
せ

ん
の
で
、
も
よ
り
の
小
出
町
、
長
岡

市
、
柏
崎
市
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

1．薄羅諜講．．

　　　　　雁0角98（8）／午繭9時～午後8臆

　　　　　箱角408（月）／午前9騰～午後4聴

獲塗　揚　十臼購薦公民館

　緬搾　鴎　第り部／臼本画

　　　　　第、2鶴／洋画

　　　　　第3部／新しい蘂術

　　　　　第4部／彫塑

　　　　　第5郎／盤濾
　　　　　第6部／写糞
慧出繍料　1点500角
　繊搬入雪0肩り8（よ〉矯；離9鱒～午後8鋳筆

　◎毫の他　詳緬は酪公鶴館驚膿係

　　　　　　　露フー5Q胴番へ

一過剰撚糸機を買上げます一
　日本撚糸工業組合は、昭和52年度を含む3ヵ
年計画で過剰撚糸機の共同廃棄事業を開始、各

組合員を対象に買上げ参加希望調査を行ってい
ます。

　買上げ対象機種は、イタリー式、リング式、

フライヤー式、立錘、長谷、八丁式、合撚機、

及び仮よ『）機となっており、いずれも登録設備

となっています。

　組合員以外の方で、買上げ参加希望の方は10

月10日までに撚糸協同組合（君2－3727）へご

相談ください。

　みのり・収穫の秋
　　　火災防止に努めましょう
　毎年のことですが、収穫シーズンになります

と各地で乾燥機などによる火災が発生していま

す。使用前の点検と見回りを励行し火災防止に

努めましょう。

一停電のお知らせ
10月6日（木）　田川町1丁目の1部、津池、田

川町2・3丁目、江道、猿倉、大池、菅沼、赤
倉、午前8時～正午まで。

　
日
時
と
会
場

十
月
十
一
目
～
十
二
日
　
長
岡
市
大

　
手
通
一
　
長
岡
市
厚
生
会
館
「
乙

　
種
の
み
」

十
月
十
三
日
長
岡
市
神
田
町
、
自

　
治
会
館
「
丙
種
の
み
」

十
月
十
四
目
～
十
五
日
　
湯
之
谷
村

　
大
字
井
口
新
田
　
小
出
郷
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
「
乙
種
の
み
」

十
月
十
八
日
～
十
九
日
　
柏
崎
市
中

　
央
町
、
柏
崎
市
市
民
会
館
「
乙
種

　
の
み
」

　
申
込
先
　
小
出
町
会
場
に
限
り
、

十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
で
受

付
け
ま
す
が
、
他
の
会
場
は
そ
れ
ぞ

れ
の
消
防
本
部
へ
。

　
申
込
期
日
　
小
出
町
会
場
は
十
月

八
日
ま
で
、
他
の
会
場
は
講
習
開
催

目
の
七
日
前
で
す
。

　
受
講
料
　
乙
種
…
協
会
員
千
五
百

円
非
会
員
三
千
円
　
丙
種
…
協
会
員

千
円
非
会
員
二
千
円
。
受
講
料
は
申

込
時
に
納
入
の
こ
と
。
講
習
に
欠
席

さ
れ
て
も
受
講
料
は
返
し
ま
せ
ん
。

　
テ
キ
ス
ト
　
申
込
時
に
交
付
、
ま

た
参
考
図
書
は
当
日
会
場
で
販
売
し

ま
す
。

　
そ
の
他
　
不
明
の
点
は
、
十
目
町

地
域
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
へ
。

　
（
8
七
－
一
五
五
五
番
内
線
二
九
）
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新
潟
県
新
生
活
運
動
協
会
で
は
、

住
民
活
動
賞
を
広
く
募
集
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
住
民
活
動
賞
は
、
地
域
住
民

に
よ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
住
民

活
動
、
つ
ま
り
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
努
力
し
て
い

る
活
動
集
団
を
広
く
発
見
し
推
奨
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
活
動
を
広
く
社

会
の
参
考
に
資
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。応
募
集
団
の
条
件

　
H
今
日
的
な
地
域
問
題
に
取
り
組

み
、
人
間
的
連
帯
を
培
う
活
動
を
し

て
い
る
も
の
。

　
口
住
民
参
加
を
模
索
し
、
自
治
体

の
政
治
、
行
政
を
動
か
し
、
自
治
を

住
民
の
も
の
と
す
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
も
の
。

　
日
問
題
の
取
り
あ
げ
方
や
活
動
方

ず納
に税
今は
日明
す日
ぐと
に言わ

　固
第定

三資
期産
　税

今
月
の
納
税 ・

納　期　限

9月30日

集
”

法
が
従
来
の
固
定
し
た
考
え
方
に
と

ら
わ
れ
ず
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し

て
い
る
も
の
。

　
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

二
十
枚
程
度
に
、
活
動
集
団
の
考
え

方
、
活
動
状
況
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

ま
と
め
、
写
真
そ
の
他
参
考
資
料
は

で
き
る
だ
け
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た

原
稿
用
紙
は
B
四
判
の
も
の
を
使
用

し
、
た
て
書
き
に
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
執
筆
者
は
そ
の
活
動
集
団

に
所
属
し
て
い
な
く
と
も
よ
い
。

　
送
り
先
　
新
潟
市
学
校
町
一
番
町

新
潟
県
庁
内
　
県
民
広
報
課
内
　
新

潟
県
新
生
活
運
動
協
会
（
8
0
二
五

二
ー
二
三
－
五
五
二
番
内
線
三

五
六
一
番
）
へ

　
締
め
切
り
　
昭
和
五
十
二
年
九
月

三
十
目
（
当
日
消
印
有
効
）

　
そ
の
他
詳
細
は
、
新
生
活
運
動
協

会
へ
。

52

年
度
通
信
制
消
費
生
活
講

座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

有
職
又
は
在
宅
の
消
費
者
の
意
識
の

高
揚
と
主
張
し
行
動
す
る
消
費
者
の

育
成
を
目
標
に
昭
和
五
十
二
年
度
通

信
制
消
費
生
活
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
つ
ぎ

の
要
領
を
参
考
に
し
て
、
十
月
十
一

日
ま
で
に
市
商
工
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
テ
キ
ス
ト
　
一
単
元
発
送
（
十
月

中
旬
）
二
単
元
発
送
（
十
一
月
中
旬
）

三
単
元
発
送
（
一
月
中
旬
）
四
単
元

発
送
（
二
月
中
旬
）

　
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
修
了
式
　
昭
和

五
十
三
年
二
月
～
三
月
を
予
定
。

一
　
　
未
す

第二回犬の注射についてお知らせ

　昭和52年度第2回目の狂犬病予防注射及び

登録犬の登録を裏面日程表のとおり実施しま

ので都合のよい会場においで下さい。

◆対象犬

　1．生後91日以上の犬（注射）

　2．52年度に登録を受けていない犬（登録〉

ゆずり

ま
す

ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
20
日
ま
で
の
受
付
分

　1．生後91日以上の犬（注射）

　2．52年度に登録を受けていない犬（登録〉

◆会場に持参するもの

　1．申込み書及び印鑑
　2．注射料金790円（登録をする犬はほかに300円）

（
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
課
内
溝
繋
轡
協
会
へ
）

　　　　　　　　　　　　　02．注射料金790円（登録をする犬はほかに300円）i

　　　　　　　　　　　　　i
　　犬の注射（登録）申込書　　　　i

ガ
ス
風
呂

カ
セ
ツ
ト

乾
燥
機

電
子
レ
ン
ジ

自
動
車

品
、
名 ゆ
ず
り
ま
す

飼主の部落（町）名 一
人
嗣
中
古

古ビク

タ
琶
中

ス
罵ロ
中パ
古ン
ガ

品シヤ葺

フ

「1ホ
器ン
oダ
中籔
古

規
格飼主名（世帯主）

囲
万
円

四
万
円

二
万
五
千
円

五
万
鶴

五
万
圃

希
望
価
格

犬　　の　　種　　類

犬　　の　　年　　令 年　　　ヵ月 ミ
糞
ザ
イ『
登
ノ
レ・

仏
擁
贔
名

毛　　　　　　　色

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：
匙
：
：
；
；
：
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
：

犬　　の　　性　　別 おす　　・　めす

中
吉

5駐

代

規
格

ゆ
ず
つ
て
く
さ
い

犬　　　の　　　名 だ、
1　『

五
千
円

十
万
円

希
望
価
格

犬　　の　　体　　格 大　・中　・小

きりとり線一…・一一……一一一一

犬の注射（登録）申込書

．……．．騨．．．一．．．……一きりとり線一…・一一……一一一一…咽
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お
題
暢
冊
”

　
昭
和
五
十
三
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
母
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
に
は
母
（
は
は
）
の
語
意
の
あ

る
他
の
言
葉
、
た
と
え
ば
「
た
ら
ち

ね
」
・
「
め
お
や
」
な
ど
と
用
い
て

も
よ
い
が
、
人
間
を
は
じ
め
生
命
の

あ
る
動
物
の
女
親
を
題
材
と
し
た
歌

に
限
り
、
母
国
、
母
校
な
ど
と
用
い

な
い
こ
と
。

　
詠
進
要
領

◇
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、
開
い
て

右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住

所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）

生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具

体
的
に
、
無
職
の
場
合
は
元
の
職
業

を
、
又
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
な
い

場
合
は
世
帯
主
の
職
業
又
は
世
帯
主

の
元
の
職
業
を
書
き
、
そ
の
世
帯
主

と
の
続
柄
を
書
く
）
を
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詠
進
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
九
月

一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
と
し
、

郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
十
月
十
一

日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

　
あ
て
先
　
〒
一
〇
〇
「
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

53

年
歌
会
始

添
え
る
。

　
そ
の
他
　
疑
問
の
点
は
、
直
接
宮

内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名

を
書
き
、
返
信
用
切
手
（
五
十
円
）

を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
九
月
末

日
ま
で
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に

よ
る
電
波
障
害
が

あ
つ
た
ら
…
…

　
ラ
ジ
オ
や
ス
テ
レ
オ
に
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
の
電
波
が
混
信
す
る
。
テ
レ

ビ
の
画
面
が
乱
れ
る
。
こ
ん
な
電
波

障
害
に
お
悩
み
の
方
は
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
で
は

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を
、

電
波
障
害
一
掃
運
動
の
一
つ
と
し
て

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ス
テ
レ
オ
な
ど

に
与
え
る
電
波
障
害
の
苦
情
を
受
け

つ
け
調
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

局
か
ら
発
射
し
て
い
る
電
波
に
よ
り

障
害
を
う
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
疑
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
障
害
の

内
容
な
ど
を
ハ
ガ
キ
か
ま
た
は
電
話

…
表
…
程
…
日
…
射
㎜
注
皿
の

…
犬

一一曹甲

弩
の
担
当
委
員
．
ご
連
絡
く
だ

　
担
当
委
員

月　目 地　　区 時　　間 場　　所

10月3目

　（月〉

十日町・川治
9：00～11：30

13：10～15：30

中　　　条
9：00～10二30中条公民館

10：50～11二20 新水診療所

下　　　条
13：30～14：40 下条出張所

15：00～15：30 東下組小学校

10月4目

　（火）

十日町・川治

新座・大井田

9二〇〇～11：30

市民体育館
13：20～15：00

水　　　沢

9二〇〇～9二40 馬場飼育所

10：00～11：30 水沢出張所

13：30～14：00 野中小学校

十日町山地 14：40～15：00 赤倉分校

10月5目

　（水〉

吉　　　田

9：00～9：40 吉田出張所

10：00～10：10 名ヶ山小学校

10：30～11：00 真田小学校

八　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校

六　　　箇 14二30～15：00 六箇出張所

』一一一一。一。，一9－9一一一。一一。。一一り一一
きり　と　り　　　一一一一一一一一一一一一一願一

覚
魏
葱
献
髄
纏
膿
摺

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㊥
ー

中
条
北
原
　
栗
林
道
夫

　
　
　
　
8
七
－
九
七
〇
六
番

交
通
面
で
ご
不
便
を

　
　
　
　
お
か
け
し
ま
す
ー

市
道
宇
都
宮
一
号
線
と
田
川
南
線

の
下
図
の
区
間
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ

ど
下
水
管
埋
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
実
施
期
問
は
、
九
月
末
か
ら

十
一
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
が
、
付

稲
荷
町
通
り

　国道117

り

十
シ日

ノレ町

ク
　
　
　
宇
　
　
　
都
　
　
　
宮
　
　
　
一
　
　
　
号
　
　
　
線

昭和町通

ロー力屋商店

□労働基準
　監督署

線山飯

田

川

南

線

g”1”II“”1”lll”lm”1”o舗”3劣％ぜ』阪ll”””””“”””19””””””1”9“”1“II”1”””II””ll”””1””m”””1昭和52年9月25日

行
政
相
談
所
癒
開
設
却

　
十
月
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。
こ
の
間
、
新
潟

行
政
監
察
局
で
は
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
市
内
出
張
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
国
や
県
、
市
な
ど
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
、
ま
た
心
配
ご
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
所
開
設
日
程

下
条
出
張
所
　
十
月
十
七
日
（
月
）

　
　
午
後
一
時
～
三
時

十
日
町
市
役
所
　
十
月
十
九
日
（
木
）

　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

水
沢
出
張
所
　
十
月
二
十
一
日
（
金
）

　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
相
談
員

行
政
管
理
庁
委
嘱
委
員

市
社
会
福
祉
事
務
所
職
員

各
地
区
市
行
政
相
談
員

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

　
「
自
分
の
家
に
住
み
た
い
」
と
い

う
夢
は
、
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
マ
イ
ホ
ー

ム
づ
く
り
と
な
る
と
な
か
な
か
大
変

で
す
。
そ
こ
で
、
な
る
べ
く
多
く
の

人
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
て
る
よ
う
、

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
優
遇
さ
れ

て
い
ま
す
。

所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除

　
自
分
で
住
む
た
め
に
住
宅
を
新
築

し
た
り
、
新
築
住
宅
を
買
っ
た
り
し

た
と
き
で
、
つ
ぎ
の
要
件
に
あ
て
は

ま
れ
ば
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し
た
年

か
ら
三
年
間
、
三
・
三
平
方
メ
ー
ト

ル
当
り
千
円
で
最
高
三
万
円
の
住
宅

取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
工
事
完
了
ま
た
は
、
購
入
し
た
日

か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
入
居
し
、
引
き

続
い
て
居
住
す
る
こ
と
。

②
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

登
録
免
許
税
の
軽
減

　
新
築
住
宅
の
登
記
で
つ
ぎ
の
要
件

請
求
書
が
全
国
か
ら
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
関

係
職
員
の
精
一
杯
の
努
力
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん
の
“
年
金
証
書
”

が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
約
三
ヵ
月

位
は
か
か
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
な
お
、
裁
定
請
求
書
の
記
入
に
不

明
な
ヵ
所
が
あ
り
ま
す
と
、
事
務
処

理
が
遅
く
な
っ
た
り
、
支
払
い
通
知

が
届
か
な
か
っ
た
り
す
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
記
入
す
る
際
は

誰
に
も
分
る
よ
う
に
正
し
く
は
っ
き

り
と
書
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
、
税
率
が
保

存
登
記
で
は
○
・
六
％
か
ら
○
・
二
％

（
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
新
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は

〇
二
％
）
へ
、
ま
た
移
転
登
記
で
は

五
・
○
％
か
ら
○
・
二
％
（
昭
和
五
十

二
年
三
月
三
十
」
日
ま
で
に
新
築
さ

れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
〇
二
％
）
へ

と
大
変
軽
く
な
り
ま
す
。

①
家
屋
の
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
（
昭
和
五
十
二
年
四

月
一
日
以
後
に
新
築
さ
れ
た
木
造
家

屋
に
つ
い
て
は
、
百
六
十
五
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
で
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

京
に
あ
る
社
会
保
険
庁
業
務
課
へ
送

ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
年
金
が
一
日
も
早
く
み

な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
老
齢
年

料理飲食等消費税を改正

　このほど塊方税法の改奪に俸戦つぎのと
おり料理飲食等消費税が改鑑されました。

　　　　　　　　　　　《寮縫慰欝灘箏務鎌》

以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

②
新
築
し
た
人
の
住
宅
用
家
屋
の
保

存
登
記
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
新
築

し
た
人
か
ら
購
入
し
た
人
の
住
宅
用

家
屋
の
移
転
登
記
で
あ
る
こ
と
。

③
新
築
後
一
年
以
内
の
登
記
で
あ
る

こ
と
。

　
そ
の
他
、
住
宅
新
築
資
金
の
借
入

等
に
伴
う
抵
当
権
の
設
定
登
記
に
つ

い
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
税
務
署
、
税
務
相

談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
ち
か
ご
ろ
、
国
民
年
金
係
に
「
老

齢
年
金
を
請
求
し
た
け
れ
ど
も
、
ま

だ
通
知
が
こ
な
い
」
と
か
「
年
金
の

支
払
い
通
知
が
届
か
な
い
の
は
－
・
」

と
い
っ
た
お
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
“
年
金

が
支
払
わ
れ
る
ま

で
”
を
簡
単
に
お
話
し
い
た
し
ま
し

よ
，
つ
。

　
み
な
さ
ん
が
国
民
年
金
の
窓
口
へ

提
出
さ
れ
た
裁
定
請
求
書
は
、
長
岡

社
会
保
険
事
務
所
を
経
由
し
て
、
東

年
金
証
書
が
届
く
ま
で
．
．
．

金
（
通
算
老
齢
年
金
を
含
む
）
の
支

給
を
決
め
た
り
、
年
金
を
支
払
っ
た

り
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
国
民
年
金
だ
け
で
も

毎
月
約
五
万
件
と
い
う
膨
大
な
裁
定

・区　発 免　　　税　　　点 叢縫懲除 雛　　　癖

糧寝罐小料理震一
な　　　　　　　　　　　、し 癒し

飲嚢機奉縫料糠⑱

料金㈹1麟カフ轟・バー

キャパレ脚

r
レ
鰭

宿　　鮪

した＆鍵

宿　　鴻 夜開欄嚢簸 墨　　食
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　1人
4，¢00円以下

馨義糞鴻｛逡
鮪歳嚢を含｝
合齢額
2，0瑠幡以掌

：氏蒙翻

2，0go円以下

1鴻2嚢碗宿鴻斜

金歯脚鯛鶴
えると趨ま叢雛

徽，50繭叢齢1
いた残董｝犠．

料金金額の憩％－

衡泊し

なも黛ぎ

棒　　憩　・飲　　嚢

な　　し　　　1人玉飼2，ひ9¢陽以下

（総馨難雛継繊勲1

そ紛魁の行為は驚

税燕愈こ嵐た場奮

飲食店
喫茶店等

　　　1人：回2，0⑧0円以下

婦女の接待等遊興め伴なうとき免税点なし
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お
題
暢
冊
”

　
昭
和
五
十
三
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
母
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
に
は
母
（
は
は
）
の
語
意
の
あ

る
他
の
言
葉
、
た
と
え
ば
「
た
ら
ち

ね
」
・
「
め
お
や
」
な
ど
と
用
い
て

も
よ
い
が
、
人
間
を
は
じ
め
生
命
の

あ
る
動
物
の
女
親
を
題
材
と
し
た
歌

に
限
り
、
母
国
、
母
校
な
ど
と
用
い

な
い
こ
と
。

　
詠
進
要
領

◇
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、
開
い
て

右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住

所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）

生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具

体
的
に
、
無
職
の
場
合
は
元
の
職
業

を
、
又
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
な
い

場
合
は
世
帯
主
の
職
業
又
は
世
帯
主

の
元
の
職
業
を
書
き
、
そ
の
世
帯
主

と
の
続
柄
を
書
く
）
を
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詠
進
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
九
月

一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
と
し
、

郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
十
月
十
一

日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

　
あ
て
先
　
〒
一
〇
〇
「
東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

53

年
歌
会
始

添
え
る
。

　
そ
の
他
　
疑
問
の
点
は
、
直
接
宮

内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名

を
書
き
、
返
信
用
切
手
（
五
十
円
）

を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
九
月
末

日
ま
で
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に

よ
る
電
波
障
害
が

あ
つ
た
ら
…
…

　
ラ
ジ
オ
や
ス
テ
レ
オ
に
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
の
電
波
が
混
信
す
る
。
テ
レ

ビ
の
画
面
が
乱
れ
る
。
こ
ん
な
電
波

障
害
に
お
悩
み
の
方
は
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
で
は

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を
、

電
波
障
害
一
掃
運
動
の
一
つ
と
し
て

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ス
テ
レ
オ
な
ど

に
与
え
る
電
波
障
害
の
苦
情
を
受
け

つ
け
調
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

局
か
ら
発
射
し
て
い
る
電
波
に
よ
り

障
害
を
う
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
疑
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
障
害
の

内
容
な
ど
を
ハ
ガ
キ
か
ま
た
は
電
話

…
表
…
程
…
日
…
射
㎜
注
皿
の

…
犬

一一曹甲

弩
の
担
当
委
員
．
ご
連
絡
く
だ

　
担
当
委
員

月　目 地　　区 時　　間 場　　所

10月3目

　（月〉

十日町・川治
9：00～11：30

13：10～15：30

中　　　条
9：00～10二30中条公民館

10：50～11二20 新水診療所

下　　　条
13：30～14：40 下条出張所

15：00～15：30 東下組小学校

10月4目

　（火）

十日町・川治

新座・大井田

9二〇〇～11：30

市民体育館
13：20～15：00

水　　　沢

9二〇〇～9二40 馬場飼育所

10：00～11：30 水沢出張所

13：30～14：00 野中小学校

十日町山地 14：40～15：00 赤倉分校

10月5目

　（水〉

吉　　　田

9：00～9：40 吉田出張所

10：00～10：10 名ヶ山小学校

10：30～11：00 真田小学校

八　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校

六　　　箇 14二30～15：00 六箇出張所

』一一一一。一。，一9－9一一一。一一。。一一り一一
きり　と　り　　　一一一一一一一一一一一一一願一

覚
魏
葱
献
髄
纏
膿
摺

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㊥
ー

中
条
北
原
　
栗
林
道
夫

　
　
　
　
8
七
－
九
七
〇
六
番

交
通
面
で
ご
不
便
を

　
　
　
　
お
か
け
し
ま
す
ー

市
道
宇
都
宮
一
号
線
と
田
川
南
線

の
下
図
の
区
間
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ

ど
下
水
管
埋
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
実
施
期
問
は
、
九
月
末
か
ら

十
一
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
が
、
付

稲
荷
町
通
り

　国道117

り

十
シ日

ノレ町

ク
　
　
　
宇
　
　
　
都
　
　
　
宮
　
　
　
一
　
　
　
号
　
　
　
線

昭和町通

ロー力屋商店

□労働基準
　監督署

線山飯

田

川

南

線
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行
政
相
談
所
癒
開
設
却

　
十
月
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。
こ
の
間
、
新
潟

行
政
監
察
局
で
は
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
市
内
出
張
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
国
や
県
、
市
な
ど
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
、
ま
た
心
配
ご
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
所
開
設
日
程

下
条
出
張
所
　
十
月
十
七
日
（
月
）

　
　
午
後
一
時
～
三
時

十
日
町
市
役
所
　
十
月
十
九
日
（
木
）

　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

水
沢
出
張
所
　
十
月
二
十
一
日
（
金
）

　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
相
談
員

行
政
管
理
庁
委
嘱
委
員

市
社
会
福
祉
事
務
所
職
員

各
地
区
市
行
政
相
談
員

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

　
「
自
分
の
家
に
住
み
た
い
」
と
い

う
夢
は
、
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
マ
イ
ホ
ー

ム
づ
く
り
と
な
る
と
な
か
な
か
大
変

で
す
。
そ
こ
で
、
な
る
べ
く
多
く
の

人
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
て
る
よ
う
、

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
優
遇
さ
れ

て
い
ま
す
。

所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除

　
自
分
で
住
む
た
め
に
住
宅
を
新
築

し
た
り
、
新
築
住
宅
を
買
っ
た
り
し

た
と
き
で
、
つ
ぎ
の
要
件
に
あ
て
は

ま
れ
ば
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し
た
年

か
ら
三
年
間
、
三
・
三
平
方
メ
ー
ト

ル
当
り
千
円
で
最
高
三
万
円
の
住
宅

取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
工
事
完
了
ま
た
は
、
購
入
し
た
日

か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
入
居
し
、
引
き

続
い
て
居
住
す
る
こ
と
。

②
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

登
録
免
許
税
の
軽
減

　
新
築
住
宅
の
登
記
で
つ
ぎ
の
要
件

請
求
書
が
全
国
か
ら
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
関

係
職
員
の
精
一
杯
の
努
力
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん
の
“
年
金
証
書
”

が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
約
三
ヵ
月

位
は
か
か
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
な
お
、
裁
定
請
求
書
の
記
入
に
不

明
な
ヵ
所
が
あ
り
ま
す
と
、
事
務
処

理
が
遅
く
な
っ
た
り
、
支
払
い
通
知

が
届
か
な
か
っ
た
り
す
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
記
入
す
る
際
は

誰
に
も
分
る
よ
う
に
正
し
く
は
っ
き

り
と
書
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
、
税
率
が
保

存
登
記
で
は
○
・
六
％
か
ら
○
・
二
％

（
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
新
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は

〇
二
％
）
へ
、
ま
た
移
転
登
記
で
は

五
・
○
％
か
ら
○
・
二
％
（
昭
和
五
十

二
年
三
月
三
十
」
日
ま
で
に
新
築
さ

れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
〇
二
％
）
へ

と
大
変
軽
く
な
り
ま
す
。

①
家
屋
の
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
（
昭
和
五
十
二
年
四

月
一
日
以
後
に
新
築
さ
れ
た
木
造
家

屋
に
つ
い
て
は
、
百
六
十
五
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内
で
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

京
に
あ
る
社
会
保
険
庁
業
務
課
へ
送

ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
年
金
が
一
日
も
早
く
み

な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
老
齢
年

料理飲食等消費税を改正

　このほど塊方税法の改奪に俸戦つぎのと
おり料理飲食等消費税が改鑑されました。

　　　　　　　　　　　《寮縫慰欝灘箏務鎌》

以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

②
新
築
し
た
人
の
住
宅
用
家
屋
の
保

存
登
記
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
新
築

し
た
人
か
ら
購
入
し
た
人
の
住
宅
用

家
屋
の
移
転
登
記
で
あ
る
こ
と
。

③
新
築
後
一
年
以
内
の
登
記
で
あ
る

こ
と
。

　
そ
の
他
、
住
宅
新
築
資
金
の
借
入

等
に
伴
う
抵
当
権
の
設
定
登
記
に
つ

い
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
税
務
署
、
税
務
相

談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
ち
か
ご
ろ
、
国
民
年
金
係
に
「
老

齢
年
金
を
請
求
し
た
け
れ
ど
も
、
ま

だ
通
知
が
こ
な
い
」
と
か
「
年
金
の

支
払
い
通
知
が
届
か
な
い
の
は
－
・
」

と
い
っ
た
お
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
“
年
金

が
支
払
わ
れ
る
ま

で
”
を
簡
単
に
お
話
し
い
た
し
ま
し

よ
，
つ
。

　
み
な
さ
ん
が
国
民
年
金
の
窓
口
へ

提
出
さ
れ
た
裁
定
請
求
書
は
、
長
岡

社
会
保
険
事
務
所
を
経
由
し
て
、
東

年
金
証
書
が
届
く
ま
で
．
．
．

金
（
通
算
老
齢
年
金
を
含
む
）
の
支

給
を
決
め
た
り
、
年
金
を
支
払
っ
た

り
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
国
民
年
金
だ
け
で
も

毎
月
約
五
万
件
と
い
う
膨
大
な
裁
定

・区　発 免　　　税　　　点 叢縫懲除 雛　　　癖

糧寝罐小料理震一
な　　　　　　　　　　　、し 癒し
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海
上
保
安
大
学
校

　
　
　
　
　
海
上
保
安
学
校

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
昭
和
五
十
二

年
度
の
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上
保

安
学
校
学
生
（
国
家
公
務
員
）
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
月

四
日
～
十
月
十
七
日
ま
で

　
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
九
年
四
月

二
日
（
海
上
保
安
大
学
校
学
生
は
昭

和
三
十
二
年
四
月
二
日
）
以
降
生
れ

の
男
子
で
、
高
等
学
校
卒
業
者
（
昭

和
五
十
三
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）
か
、
高
等
専
門
学

㎜
搬
擢
礁
粥
簾
樵
灘
鑛
…

…
2
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
3
7
の
3
0
1
8
番
…

｝
9
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
㎜

30　23　16馨10
日　　　日　　　日　　の日
　　　　　　　　　　　　旦

学
生
募
集
”

校
の
第
三
学
年
を
修
了
し
た
者
（
昭

和
五
十
三
年
三
月
ま
で
に
修
了
見
込

み
の
者
を
含
む
）
又
は
、
大
学
入
学

資
格
検
定
に
合
格
し
た
者
。

　
採
用
予
定
数
〈
海
上
保
安
大
学
校

学
生
〉
約
五
十
名
　
　
〈
海
上
保
安
学

校
学
生
〉
水
路
課
程
約
十
五
名
　
燈

台
課
程
約
三
十
五
名
　
通
信
課
程
約

二
十
名
　
航
海
・
機
関
・
主
計
課
程

約
百
名

　
受
験
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
、

六
十
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
上
、
〒
九
五
〇
　
新
潟
市

万
代
二
丁
目
二
番
一
号
第
九
管
区

・
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
（
台

新
潟
局
四
四
－
四
一
五
一
番
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

　
8
7
の
5
5
6
6
番
…

至
誠
堂
病
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
8
2
の
3
2
7
6
番
…

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
8
2
の
2
5
8
1
番
…

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

献血車目程

と　き　10月26日（水）／午前10時～午後3時

ところ　十目町砂利合資会社

と　き　10月27日（木）／午前10時～午後3時

ところ　滝文工業㈱若草ファッションプラザ

明日といわず今献血しましょう

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

3
才
児

検
診

10
月
1
2
日

　
（
水
）

午
後
－
時

　
　
～

　
　
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

49
年
4
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を

対
象
に
実
施
し
ま

す
。
個
人
通
知
が
な
，
～

て
も
、
該
当
月
の

紡
嚇
％
い
で
く
だ

離
乳
食

実
習
並

び
に
育

児
相
談

10
月
1
3
日

　
（
火
）

午
後
－
時
半

　
　
～

　
　
2
　
時

＋
日
町
公
民
館

51
年
1
2
月

　
　
～

52
年
2
月

生
れ
の
者

十
日

川
　
　
治

六
　
　
箇

大
井
田

新
座
地
区

身
体
測
定
後
、

離
乳
食
実
習
を
し

ま
す
。

育
児
学

級
並
び

に
4
ヵ

月
児
検

診

10
月
1
4
日

（
金
）

午
後
－
時

　
　
～

　
　
1
時
半

＋
日
町
公
民
館

52
年
6
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

妊
婦
貧

血
・
食

事
実
習

10
月
2
7
日

　
（
木
）

午
後
－
時
半

　
　
～

　
　
2
　
時

＋
日
町
公
民
館

妊
婦
　
希
望
者

全
　
域

最近アルコール中毒患者がふえています

　アルコールは直接胃の粘膜から吸収され、血液

をとおして全身をまわります。1杯の酒を飲んで

もすぐ眼のふちがポーッと赤くなるのはそのため
です。

　多量に飲みますと精神的、肉体的マヒをおこし

ます。アルコール中毒は家庭を破壊し、社会的に

悲劇のもとになりますから、これらの予防のため
につぎのことに注意しましょう．

　　米毎日のお酒の量はほどほどにする。

　　米毎日続けてのまない。

　　米強い酒は水で割り、酒のさかな（副食

　　　物）をとりながら飲む。これは胃を守
　　　り急激に酔わない秘訣です。

　
り
注
酒
て
水
り
酔
な
蛋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
に
と
の
続
酒
を
激
さ
質
タ
肪
健
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
の
良
ビ
脂
の

ア
も
の
毎
毎
強
物
り
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来

　　　良質の蛋白質を十分とる。

　　　ビタミンを十分とる。

　　　脂肪はとりすぎないように。

（明日への健康と活力のために晩しやくの量はほ
どほどにとることが賢明であり安全です。）

　
　
結

　
　
赫

　　□24号口編集発行／十Eヨ町市役所（電話㈹7－31m苗月25日（1部6円、

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
こ
と

し
も
十
一
月
マ
日
（
火
）
か
ら
七
日

（
月
）
ま
で
秋
季
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
多
発
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り

の
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災

の
発
生
防
止
と
人
命
の
損
傷
事
故
の

絶
滅
を
目
的
に
行
う
も
の
で
、
期
間

中
つ
ぎ
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
は
、
幼
児
・
老
人
の

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
、
実
地
に
即

し
た
自
主
防
火
管
理
体
制
の
確
立
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

■
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
の
掲
示

■
消
防
車
両
に
よ
る
防
火
宣
伝

■
チ
ャ
イ
ム
、
有
放
に
よ
る
防
火
放

送
■
事
業
所
立
入
検
査
、
危
険
物
施
設

立
入
検
査
　
な
お
、
消
防
団
員
に
よ

る
一
般
住
宅
の
防
火
診
断
も
行
わ
れ

ま
す
。

第3回市民芸能察織
会場／十日町寮幾会館※零墾鱗繍鐵
期　　日‘喉｝　　糠　　　鵜・　　驚　　　　　・識…、1

10月2融㊤複7：繋o　郷畿芸欝のタ織1．）

　　　　　　9：00　　　　・　　）
・智匙，㊧推駕9灘讐巻霧甕鑛饗B

　　　　　養書：9書．演　　．麓　）
廊6瞼　6：3◎フオーク　　）
　　　　　鞍。，』。フ瀧ス舞勘）
　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　1：0◎　　　　　　　一）
”月13日◎　盛　1　詩晦と剣舞ξ観踊　）

　　　　　　5：0⑥　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　、　　　）
　◆新座線バス運休のお繍めせ◆　　）
県道中条田川線の美橋（仮称）のかけかえ工事鵜　）

水道工事が加わり、新座線のバスが、10潟2姻が　）

ら朋25日まで運休に勧ます．また搬の載）
新座力、β、騨までの間に、4ヵ所が交灘纏な）
轟）ますのでご協力をお願いします．　　≧

期　　日撮｝ 糠　　　鵜・ 驚　　　　　　識・1

10月28欝㊤
　7：00
複　　1

　9：00
郷畿芸欝のタ織．．

く交鑑の魏》

”月3a㊧
　1＝00推　　奪

　5；oo

肖騰㎎鑑一叢i蹴糠繋

　と鷺穂太糠

”月6日②

　4；oo養　　1

　6：00．
演　　　　麓

　6：3◎
鞍　　筆

　9：00

フオーク
　フ瀧スディ裁鐵

”月13日◎
　1：0◎
盛　　1

　5：0⑥

詩晦と剣舞ξ観踊

－
○■

消
火
器
維
持
管
理
、
使
い
方
の
指

導　
家
庭
で
も
、
職
場
で
も
、
火
の
元

点
検
に
心
が
け
、
恐
ろ
し
い
火
災
を

防
止
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は

自
動
消
火
装
置
付

の
も
の
を
〃
”

　
降
雪
期
が
近
づ
き
、
火
気
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
●
移
動
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、

自
動
消
火
装
置
付
の
も
の
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
装
置
の
な
い
も
の
は
昭
和

五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
使
用

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金

　
裁
定
請
求
は
お
早
目
に

　
国
民
年
金
で
は
、
加
入
さ
れ
た
方

が
老
齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
気
、

け
が
の
た
め
障
害
に
な
っ
た
と
き
、

あ
る
い
は
、
ご
主
人
と
死
別
し
て
母

子
家
庭
と
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
本

人
や
遺
族
の
生
活
の
安
定
を
は
か
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
年
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
ご
主

人
か
ら
「
裁
定
の
請
求
」
が
あ
っ
て

初
め
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
請
求

を
五
年
以
内
に
し
な
い
と
時
効
に
よ

っ
て
年
金
を
受
け
る
権
利
を
永
久
に

失
い
ま
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
の
給
付
が
あ
り
ま
す
か
ら

ど
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
役
所
市
民
課

国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
な
る
べ
く
早
く
請
求
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
…
六

十
五
歳
か
ら
支
給

●
障
害
年
金
…
障
害
者
に
支
給

●
母
子
、
準
母
子
年
金
…
母
子
家
庭

等
に
支
給

●
遺
児
年
金
…
孤
児
に
支
給

●
寡
婦
年
金
…
寡
婦
に
支
給

●
死
亡
一
時
金
…
被
保
険
者
の
死
亡

時
遺
族
に
支
給

国
民
年
金
被
保
険
者
住
宅

資
金
融
資
申
込
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
、

個
人
住
宅
建
設
資
金
　
十
月
二
十
九

日
ま
で
。

増
改
築
資
金
　
十
月
三
十
一
日
ま
で

　
（
く
わ
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関
へ
）


